
3 効果的な家庭訪問の行い方

家庭訪問を 効果的に行う ポイ ント

❶原則とし て、放課後に訪問し ましょう 。 

　 ○ただし 、本人の生活リ ズムに合わせ、タ イミ ングを みて家庭訪問を行いましょう 。

❷訪問する人は、ケースに応じ て柔軟に対応し ましょう 。

❸事前に連絡をし ましょう 。

　 ○本人に前もって心の準備をさ せておく など、負担を 軽減できるよう に配慮し ましょう 。

❹会える時間に定期的に訪問をし ましょう 。

❺会えない場合は、手紙等で担任の思いやメッ セージを 伝えましょう 。

❻学校行事予定や学級通信、教材・ 授業ノ ート などを 届けましょう 。

❼接し 方に配慮し ましょう 。

　 ○本人や保護者が元気になること が大事。最初は「 はい」・「 いいえ」で答えら れる質問をし ながら 、

　 少し ずつ対話を広げていきましょう 。

❽興味・ 関心のある話題に触れましょう 。

　 ○興味をもっていること や趣味について話し ましょう 。分から ない内容については、教えてもら いな

　 がら 、関係を深めていきましょう 。

❾登校刺激を 与えると き は十分に配慮し ましょう 。

　 ○無理矢理登校さ せること のないよう に気を付けましょう 。

⤓ 復帰に向けた支援を 検討し ましょう 。

　 ○本人に元気が出てき たら 、友達と 関わり を 広げるなど、工夫を

し ましょう 。また、学校で の居場所とし て「 ステッ プ アッ プ ルー

ム」を準備し ましょう 。

⤓ 保護者にも 寄り 添う 姿勢で支援し ましょう 。

　 家庭訪問を 通し て、「 短時間でも 顔を 合わせ、本人や保護者と の関係を 切ら さ な い」こと 、「 逃げ場を 作り つつ

関わり 続ける」こと が大切です。本人が元気になること を心がけ、誰がどの程度関わるかチームで考えること も

必要です。

　 家庭訪問の目安は、初期であれば毎日、長期化し た場合は1 週間に1 ～2 回程度など、個々の状況に配慮し た

対応も 大切です。
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4 ステッ プ アッ プルーム等（ 別室） での居場所づく り

校内の居場所づく り やステッ プ アッ プ 支援（ 例）

登校目標 留意点 ステッ プアッ プ

◎保護者と 登校

◎教師と 登校

　 ○登校時刻の設定

　 ○登校回数の増加

◎一人で登校

　 ○登校時刻の設定

　 ○登校回数の増加

　 ○校内生活の延長

◎毎日登校

◎教室復帰

○校内の居場所と なる「 ステッ プ アッ プ

ルーム」を準備する

○必ず教師が付き 添う

○温かい受け入れ体制をつく る

○信頼関係を つく る

○「 また来たい」と 思える声かけ

○状況に応じ てSCと の面談を設定する

○徐々に教室へ行く よう 工夫

○約束を決めて活動する

○友達と の関わり を促す

○苦手な教科の課題も 準備

○授業に沿った課題を準備

○自立への挑戦を 支援する

○友人関係を 広げる

○復帰後も 見守り を続ける

○不安なこ と や気になるこ と は相談

する

○継続的にSCと の面談を行う

○しっ かり と 話を 聞き 、共感的に受け止

める

○子ども の状態を肯定的に受け止める

○徐々に教師や生徒と の関わり を 広げる

○興味や関心を引き 出す

○やり 遂げること ができる簡単な 課題を

準備する

○「 北九州子ども つながり プログラ ム」を

活用する

○「 コ グト レ」を活用する

○徐々に学習する内容や教科を増やす

○ICTを 活用する

○興味のあること を話す

○興味のあること に取り 組む

○登校時間や活動内容など、少し ず

つでき そう な目標を自分で決める

○目標に挑戦する

○誰も いない教室まで

　 行く

○自分の席に座る

○教職員や仲の良い

　 友達と 話す

〈 登校へのステッ プアッ プ〉

○放課後学校へ行き 、担任に会う

○校門まで行く

○校舎まで入る

○前日に､翌日の登校準備をする

○朝、着替えて登校準備をする

○生活リ ズムを 整え、午前中に登校

○ステッ プアッ プルームに入る

〈 教室へのステッ プアッ プ〉

○通常登校し ､別室で昼まで活動

○友達と 一緒に給食を食べる

○友達と 昼休みを 過ごす

○下校時間まで活動

○学校行事に参加する

○参加でき そう な授業を受けてみる

～具体的な目標や計画を 立てる～

　 登校へのステッ プアッ プには、決まった順序はあり ません｡ステッ プアッ プ ルーム等を 活用し「 また来た

い」と 思える、一人一人に合わせた支援が必要です。そのためにも 、児童生徒と 話し 合いながら 、達成可能

な目標や活動計画を明確にすること が必要です。
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5 ICTを 活用し た長期欠席・ 不登校支援

　 長期欠席・ 不登校児童生徒の状況は様々です。ICTを 活用し て、個に応じ た「 心のケア」や「 学習の定着」を 図る

など、ステッ プアッ プ 支援を 行ってく ださ い。

　 大切なこと は、無理なく「 またやってみたい」と 思えること です。ステッ プが上がったり 下がったり すること も 考

えら れます。焦ら ず、本人の気持ちに寄り 添いながら 支援し ましょう 。

※生徒が自宅でオンラ イン 授業を 受ける場合

は、黒板を 中心とし た映像にするなど、肖像

権の配慮が必要です。

○生徒の参加できる日時を 一緒に考えて設定する

○慣れてきたら 、日数を増やす

○朝の会の時間を少し ずつ早める

○少し ずつ時間を長く する

○興味のある話をする　 等

W EB会議システム等を使って、担任と 朝の会＆帰り の会

※家庭でG IG A 端末を 使用する 場合は、W i-Fi回線が必要と なり ます。

※校長・ 保護者の了解のも と 行ってく ださ い。

生活リ ズムを 整える

○すららド リ ル

○Q u b e n a（ キュビ ナ）

○教育センタ ー

　 まなQ チャンネル　 等

やってみたい学習にチャレンジ

学習にチャレンジ

○授業の雰囲気に

　 慣れる　 等

授業に参加

オンラ イン 授業

○担任外の先生と も 対話する

○話せる友達と つながる

○話し たいこと が話せる

○たく さ ん話せる　 等

W EB会議システム等を 使っ て 、担任だけで なく 、

つながり を 広げる

つながり を広げる

ステッ プ 1

ステッ プ 2

ス テッ プ 3

ステッ プ 4
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